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CT を用いた頸椎後縦靭帯骨化症における骨化巣の新分類に関する研究 
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研究要旨 頚椎 OPLL 骨化巣の新たな CT 分類案（A分類、B分類、axial 分類）を

考案した。検者間の一致率は高く妥当性があると思われた。本分類は OPLL の骨化

巣の把握に有用であると考えられ。今後は本分類を広く普及させていく必要があ

る。 

 

Ａ． 研究目的 

頸椎後縦靭帯骨化（頸椎 OPLL）の骨化巣は

単純レントゲンで連続型、分節型、混合型、

その他型に分類される。しかし近年の CT を

用いた骨化巣の評価においては、より詳細

な情報が捉えられるようになってきた。厚

労省脊椎靭帯骨化症研究班では、分科会を

組織して OPLL の骨化巣の新しい CT 分類案

を試作した。本研究の目的は、頸椎 OPLL の

骨化巣における新 CT 分類を紹介し、その分

類法の妥当性を検討することとした。 

 

Ｂ．研究方法 

頸椎 OPLL 患者を対象とし Multiditector 

row CT を用いて頭頚移行部から頸椎全般の

OPLL 骨化巣を１ｍｍスライスで撮像した。

そこで 7 人の分科会メンバーに以下の観点

で骨化巣の評価を依頼した。１）骨化巣の

矢状面の幅は 2mm 以上のものを有効するこ

と、 ２）汎用性を重視した A分類と axial

分類を作ること、３）データ解析用の B 分

類を作ること、である。A 分類は、椎体後

縁と骨化巣の関係を検討し、特に骨化巣と

椎体間の架橋の有無に注目し、架橋型と非

架橋型に分類した。axial 分類は骨化巣が

脊柱管に最も突出しているレベルで評価し

た。骨化巣の頂点が脊柱管を 1/3 に分けた

場合どこに存在するかで分類し、正中型と

左右外側型に分類した。B 分類は骨化の有

るレベルを全て記載することとした。

①”.”：分節型は、”C4.”のように表現

する、②”/“：椎間を超えている骨化で架

橋していない骨化は、C3/4”のように表現

する、③”-“：架橋している骨化は、



“C2-3-4”のように表現する。 ④○：○付

数字は椎体に接触していない（浮いている）

骨化巣を意味する（○がなければ椎体後縁

と骨化巣がくっついている。） こととした。 

頚椎 OPLL 患者で外来を受診した 144 例

（男性 90 例、女性 54 例、平均年齢は 67.5

歳）を対象とし、以上の分類案に基づいて

それぞれに blind で評価を行い、検者間お

よび検者内の一致率を分析した。 

（倫理面での配慮） 

患者には研究の内容を説明して研究への同

意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

検者間の一致率は 0.43 ± 0.26 であり、

検者内は 72.4 ± 8.8% (95%信頼区間 

67.5-76.8)であった。A 分類では 54 人

（37.5％）が架橋型であった。また axial

分類では、102 人が中央型であった。３人

の患者で B分類を提示した。 

症例提示 

症例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 AB 分類：（２椎体）架橋型 

C 分類：C③/4.5-6.7 

 

症例２ 

 

AB 分類：（２椎体）架橋型 

C 分類：C②/3/4-5/6 

 

症例３ 

 
ＡB分類：非架橋型、 Ｃ分類 C②/③/4.5.6 

 

Ｄ．考察 

頚椎 OPLL 骨化巣の新たな CT 分類案（A

分類、B分類、axial 分類）を紹介した。検

者間および検者内の一致率の分析から本分

類は妥当性があると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

頚椎 OPLL 骨化巣の新たな CT 分類を考案

した。本分類は OPLL の骨化巣の把握に有用



であり、今後は広く使用していくことが望

ましいと考えられた。 
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